
小
堀
訓
男
教
授　

略
歴
・
主
要
業
績

一
三
一

小
堀
訓
男
教
授　

略
歴
・
主
要
業
績

　
　
　
略
　
歴

一
九
四
三
年
三
月
十
五
日
生
ま
れ　

一
九
六
六
年
三
月 

法
政
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
六
八
年
三
月 

法
政
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
七
〇
年
四
月
～
一
九
七
二
年
三
月 
近
畿
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師

一
九
七
一
年
四
月
～
一
九
九
二
年
三
月 
東
京
女
学
館
短
期
大
学
非
常
勤
講
師　
　

一
九
七
二
年
四
月 

駒
澤
大
学
法
学
部
講
師

一
九
七
五
年
四
月 

駒
澤
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
八
五
年
四
月
～
一
九
八
六
年
三
月 

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
客
員
研
究
員

一
九
九
一
年
四
月 

駒
澤
大
学
法
学
部
教
授

一
九
九
七
年
四
月
～
一
九
九
九
年
三
月 

駒
澤
大
学
法
学
部
政
治
学
科
主
任　
　

二
〇
〇
一
年
四
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月 

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
客
員
研
究
員                  

二
〇
〇
三
年
四
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月 

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
長



小
堀
訓
男
教
授　

略
歴
・
主
要
業
績

一
三
二

二
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
一
一
年
三
月 

駒
澤
大
学
法
学
部
長
（
理
事
・
評
議
員
）

二
〇
一
一
年
四
月 

苫
小
牧
駒
澤
大
学
学
長
（
理
事
・
評
議
員
）

二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日 

駒
澤
大
学
を
定
年
退
職　
　

二
〇
一
三
年
五
月 

駒
澤
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
主
要
業
績

　
　
　
一
　
著
　
書

﹃
東
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
﹄（
単
著
） 

し
な
の
出
版　
　

一
九
六
九
年
一
二
月

﹃
政
治
学
読
本
﹄（
共
著
） 

高
文
堂
出
版
社　

一
九
七
一
年
九
月

﹃
政
治
学
講
義
﹄（
共
著
） 

成
文
堂　
　
　
　

一
九
七
二
年
四
月

﹃
国
家
安
全
保
障
の
研
究
﹄（
共
著
） 

高
文
堂
出
版
社　

一
九
七
三
年
三
月

　
　
　
二 

主
要
論
文

﹁
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諸
国
の
経
済
外
交
﹂（
単
） 

﹃
政
治
学
論
集
﹄
創
刊
号 

駒
澤
大
学  

一
九
七
四
年
七
月

﹁
Ｇ
５
・
プ
ラ
ザ
戦
略
の
分
析
﹂（
単
） 

﹃
法
学
論
集
﹄
第
四
六
号 

駒
澤
大
学 

一
九
九
三
年
三
月

　
　
　

―
政
策
協
調
の
限
界
―

﹁
第
二
次
大
戦
時
に
お
け
る
米
国
の
対
中
政
策
転
換
の
研
究
﹂（
一
）（
単
）



小
堀
訓
男
教
授　

略
歴
・
主
要
業
績

一
三
三

　
　
　

―
米
国
の
極
東
戦
略
と
中
国
大
国
化
政
策
― 

﹃
駒
澤
大
学
・
法
学
部
研
究
紀
要
﹄
第
五
一
号 

駒
澤
大
学 

一
九
九
三
年
三
月

﹁
第
二
次
大
戦
時
に
お
け
る
米
国
の
対
中
政
策
転
換
の
研
究
﹂（
二
）（
単
） 

﹃
政
治
学
論
集
﹄
第
三
七
号 

駒
澤
大
学 

一
九
九
三
年
三
月

　
　
　

―
米
国
の
中
国
軍
再
編
と
内
政
に
対
す
る
政
策
―

﹁
第
二
次
大
戦
時
に
お
け
る
米
国
の
対
中
政
策
転
換
の
研
究
﹂（
三
）（
単
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

―
カ
イ
ロ
会
談
後
の
米
中
関
係
― 

﹃
法
学
論
集
﹄
第
四
七
号　

駒
澤
大
学　

一
九
九
三
年
三
月


